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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第３四半期連結
累計期間

第69期
第３四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　12月31日

売上高 （千円） 24,198,316 34,645,631 31,734,509

経常利益 （千円） 3,187,788 6,803,076 3,844,582

四半期（当期）純利益 （千円） 1,939,321 4,191,986 2,360,626

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,513,430 4,346,476 3,228,756

純資産額 （千円） 22,190,293 27,014,316 22,905,518

総資産額 （千円） 33,527,400 44,324,505 34,347,620

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 268.91 581.29 327.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.3 57.6 62.5

 

回次
第68期

第３四半期連結
会計期間

第69期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 67.36 199.74

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものでありま

す。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間(平成26年1月1日～平成26年9月30日)におけるわが国経済は、政府による経済・金融政

策等の効果により企業収益が改善し、それに伴い雇用情勢は緩やかに回復しつつあります。しかしながら、一方で消

費税増税前の駆け込み需要の反動の長期化もあり、また円安による原材料価格の上昇等に対する懸念などにより、依

然として先行きは不透明な状況となっております。

当社グループの主要顧客である食品流通業界におきましては、消費税増税前の駆け込み需要とその反動の長期化

に加え、夏場の天候不順による影響等による売上の伸び悩みもありました。設備投資に関しましては、一部のコンビ

ニエンス・ストアや小型食品スーパーでは積極的な出店がみられましたが、建築資材の高騰などの影響で新規出店を

見送る企業もでております。また、業態を超えた商品政策競争や価格競争及びパート賃金の上昇や人員不足等、引き

続き厳しい経営が続いております。

このような中、当社グループは、積極的に新規出店、店舗の改装等を計画しているスーパーマーケットあるいは

コンビニエンス・ストアなどの顧客のご要望にお応えすべく、より柔軟でスピーディーに対応できる営業・生産体制

を編成し、顧客にご満足いただけるよう努めてまいりました。また、電気料金の値上げ等から顧客の省エネ意識がさ

らに高まっていることに合わせ、省エネ設備の導入について積極的な提案を行ってまいりました。

当第３四半期連結累計期間は、スーパーマーケット及びコンビニエンス・ストア向け売上が好調に推移し予想を

上回る増収増益となりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は346億45百万円(前年同期比104億47百万円、43.2%増)、経常利益

は68億3百万円（前年同期比36億15百万円、113.4%増)、四半期純利益は41億91百万円（前年同期比22億52百万円、

116.2%増)となりました。

なお、当社グループの事業は食品店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケース等の製造・販売並びにこれらの付随業務か

らなる単一セグメントであるため、セグメント情報の記載をしておりませんが、所在地別の業績の概況は次のとおり

であります。

①日本

国内の売上高は、スーパーマーケット及びコンビニエンス・ストア向け売上が好調に推移した結果、昨年の業績

を大幅に上回る328億41百万円（前年同期比101億71百万円、44.9%増)となり、営業利益は67億17百万円（前年同期比

35億63百万円、113.0%増)となりました。

②中国

中国では、引き続き、中国国内向け販売は景気の下振れ等により顧客であるスーパーマーケットの店舗改装、新

規出店等が低調なため厳しい競争に晒されており依然厳しい状況が続いています。そのような中、積極的な営業活

動、コストダウンに努め、売上高、利益面共に昨年を上回る数値を確保できました。その結果、売上高は19億81百万

円（前年同期比3億46百万円、21.2%増)となり、営業利益は8百万円(前年同期は14百万円の営業損失)となりました。

（2）財政状態

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は443億24百万円（前連結会計年度末は343億47百万円）となりました。流

動資産は393億17百万円（前連結会計年度末は293億5百万円）となり、固定資産は50億6百万円（前連結会計年度末は

50億41百万円）となりました。流動資産が大きく増加した主な要因は、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末比9

億30百万円増加したこと、現金及び預金が前連結会計年度末比88億16百万円増加したことなどによります。

EDINET提出書類

中野冷機株式会社(E01671)

四半期報告書

 3/16



一方、負債の部は173億10百万円（前連結会計年度末は114億42百万円）となりました。流動負債は142億11百万円

（前連結会計年度末は83億30百万円）となり、固定負債は、30億98百万円（前連結会計年度末は31億11百万円）とな

りました。流動負債が大きく増加した主な要因は、支払手形及び買掛金が前連結会計年度末比16億7百万円増加した

こと、新たに電子記録債務が14億53百万円（前連結会計年度末は残高がありません。）発生したこと及び未払法人税

等が前連結会計年度末比19億71百万円増加したことなどによります。

純資産の部は270億14百万円（前連結会計年度末は229億5百万円）となりました。この結果、自己資本比率は、

57.6%（前連結会計年度末は62.5%）となりました。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は153百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）生産、受注及び販売実績

当第３四半期連結累計期間において、コンビニエンス・ストア向けを中心として全般的に売上が好調に推移した

結果、生産及び販売実績が著しく増加しております。

ショーケース部門の生産実績は202億4百万円（前年同期比75.1%増）、販売実績は195億95百万円（前年同期比

70.8%増）となりました。

冷凍機部門の生産実績は34億70百万円（前年同期比41.9%増）、販売実績は34億28百万円（前年同期比41.7%増）

となりました。

工事・その他部門の生産実績は117億16百万円（前年同期比13.9%増）、販売実績は116億21百万円（前年同期比

12.8%増）となりました。

なお、金額は販売価格で表示してあり、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,954,000 8,954,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタン

ダード）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式

単元株式数100株

計 8,954,000 8,954,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 8,954,000 － 822,650 － 522,058

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,742,500 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,205,400 72,054 同上

単元未満株式 普通株式　　　6,100 － －

発行済株式総数 8,954,000 － －

総株主の議決権 － 72,054 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

中野冷機株式会社
東京都港区芝浦二

丁目15番４号
1,742,500 － 1,742,500 19.46

計 － 1,742,500 － 1,742,500 19.46

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

中野冷機株式会社(E01671)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、従来、当社が監査証明を受けている太陽ＡＳＧ有限責任監査法人は、平成26年10月１日に名称を変更し、太

陽有限責任監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,834,788 30,651,065

受取手形及び売掛金 4,627,812 5,558,729

電子記録債権 325,449 229,525

商品及び製品 998,239 1,330,024

仕掛品 292,716 360,714

原材料及び貯蔵品 735,613 942,307

繰延税金資産 115,643 117,533

その他 381,081 129,144

貸倒引当金 △5,376 △1,057

流動資産合計 29,305,967 39,317,987

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,147,881 4,187,959

減価償却累計額 △3,267,082 △3,388,963

建物及び構築物（純額） 880,799 798,995

機械装置及び運搬具 2,838,717 2,922,401

減価償却累計額 △2,348,234 △2,443,539

機械装置及び運搬具（純額） 490,483 478,862

土地 1,106,654 1,106,654

建設仮勘定 17,180 －

その他 659,314 593,622

減価償却累計額 △609,556 △536,448

その他（純額） 49,757 57,173

有形固定資産合計 2,544,875 2,441,685

無形固定資産   

土地使用権 291,493 291,725

その他 67,370 80,498

無形固定資産合計 358,864 372,224

投資その他の資産   

投資有価証券 1,445,519 1,533,254

長期前払費用 920 560

繰延税金資産 615,930 585,741

その他 124,766 123,971

貸倒引当金 △49,222 △50,919

投資その他の資産合計 2,137,913 2,192,607

固定資産合計 5,041,653 5,006,518

資産合計 34,347,620 44,324,505
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,597,603 8,204,940

電子記録債務 － 1,453,259

短期借入金 ※ 250,000 ※ 250,000

未払費用 870,429 858,928

未払法人税等 85,981 2,057,961

未払消費税等 17,397 466,749

賞与引当金 71,253 328,223

製品保証引当金 96,840 142,588

その他 340,730 448,752

流動負債合計 8,330,236 14,211,404

固定負債   

繰延税金負債 5,493 5,493

退職給付引当金 2,456,393 2,469,853

役員退職慰労引当金 268,840 238,182

その他 381,137 385,255

固定負債合計 3,111,865 3,098,784

負債合計 11,442,102 17,310,189

純資産の部   

株主資本   

資本金 822,650 822,650

資本剰余金 522,058 522,058

利益剰余金 20,904,441 24,880,077

自己株式 △1,616,279 △1,617,146

株主資本合計 20,632,871 24,607,639

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 450,915 501,771

為替換算調整勘定 394,892 436,016

その他の包括利益累計額合計 845,807 937,788

少数株主持分 1,426,839 1,468,888

純資産合計 22,905,518 27,014,316

負債純資産合計 34,347,620 44,324,505
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 24,198,316 34,645,631

売上原価 19,508,526 26,249,602

売上総利益 4,689,790 8,396,029

販売費及び一般管理費 1,552,124 1,672,381

営業利益 3,137,665 6,723,647

営業外収益   

受取利息 27,983 38,683

受取配当金 12,422 14,224

仕入割引 3,818 6,389

受取地代家賃 2,131 2,361

為替差益 4,629 9,190

その他 5,759 14,901

営業外収益合計 56,744 85,749

営業外費用   

支払利息 5,191 5,243

売上割引 1,430 1,078

営業外費用合計 6,621 6,321

経常利益 3,187,788 6,803,076

特別利益   

固定資産売却益 1,126 －

投資有価証券売却益 － 620

特別利益合計 1,126 620

特別損失   

固定資産除却損 1,982 451

固定資産売却損 2 474

減損損失 863 287

特別損失合計 2,849 1,213

税金等調整前四半期純利益 3,186,064 6,802,482

法人税等 1,242,410 2,585,781

少数株主損益調整前四半期純利益 1,943,654 4,216,700

少数株主利益 4,332 24,714

四半期純利益 1,939,321 4,191,986
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,943,654 4,216,700

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 177,166 50,856

為替換算調整勘定 392,610 78,918

その他の包括利益合計 569,776 129,775

四半期包括利益 2,513,430 4,346,476

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,321,076 4,283,967

少数株主に係る四半期包括利益 192,353 62,508
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月１

日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（四半期連結貸借対照表関係）

※当座貸越契約及び貸出コミットメント

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を

締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（平成25年12月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

当座貸越限度額及び貸出コミットメントの

総額
1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 250,000 250,000

差引額 1,050,000 1,050,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

減価償却費 214,848千円 209,379千円

のれんの償却額 2,503 －
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 216,353 30

平成24年

12月31日

平成25年

３月29日
利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

配当に関する事項

 配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年3月28日

定時株主総会
普通株式 216,349 30

平成25年

12月31日

平成26年

３月31日
利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成25年１月１日　至平成25年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成26年１月１日　至平成26年９月30日）

当社グループの事業は、食品店舗向けの冷凍・冷蔵ショーケース等の製造、販売並びにこれらの付随業務

の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

（デリバティブ取引関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しています。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 268円91銭 581円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,939,321 4,191,986

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,939,321 4,191,986

普通株式の期中平均株式数（株） 7,211,752 7,211,514

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月12日

中野冷機株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田尻　慶太　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 土居　一彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中野冷機株式

会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年７月１日から

平成26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中野冷機株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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